会　　議　　録

１　会議名　　　第５回「（仮）三好町自治基本条例」策定ネットワーク会議
２　日　時　　　平成１９年７月２５日（水）

　　　　　　　　午後１時３０分から午後３時３０分まで

３　場　所　　　三好町役場　西館４階４０２会議室
４　出席者　　　
（１）策定委員　　　
委員長：久野知英（町長）

副委員長：鳥居鐐一（商工会代表）

委　員：佐宗正行（公募町民）　　　　小嶋鋼治（民生児童委員代表）
田中朋子（公募町民）　　　　三井敬子（女性団体代表）
杉浦優子（公募町民）　　　　中田稔大（青年会議所代表）
鈴木仁恵（公募町民）　　　　新谷千晶（ＮＰＯ法人代表）
小嶋　實（区長会代表）　　　天石惇郎（国際交流協会代表）

三浦重雄（区長会代表）　　　久野韶光（農業委員会代表）
鈴木輝二（区長会代表）　　　冨田義親（行政代表）
冨田　正（区長会代表）　　　廣瀨正己（行政代表）
　（２）事務局職員
　　　　　　　　正木町民協働部長　　　　　　赤川町民協働部次長
柳川町民活動支援課長　　　　伊藤町民活動支援課主幹
伊藤総務課主幹　　　　　　　柘植町民活動支援課課長補佐

近藤総務課課長補佐　　　　　村田町民活動支援課係長
５　会議公開の可否　　　公開　／　傍聴人数　２人
６　会議経過

（１）委員長あいさつ
・第5回目となる本日会議への出席、お礼。
・ご参加いただいた委員もお見えになるかと思いますが、①自治基本条例、②第６次三好町総合計画策定を主なテーマに、5月25日から7月13日にかけて、町内19箇所で意見集約会「皆さまと語る会」を開催させていただきました。

・それぞれのテーマについてだけでなく、町政や地域の課題等、全般にわたっての活発な意見や提言が出されましたが、自治基本条例についても、多くのご意見をいただきました。

・特に、自治基本条例は、「策定に至るまでのプロセスが大切である。」と言われており、自治基本条例策定に向けてのネットワーク会議の取り組みや、条例そのものを広く町民の皆様に知っていただく上で、とても有意義なものであったと思っています。

・さて、前回までに、概要の説明、条例(素案)の提示、第１章 総則 までの検討を行っていただき、いろいろとご意見をいただきました。

本日の会議につきましては、前回までの検討事項の確認と、第2章 第５条から 第４章 第１０条までの条文内容について、協議していただきたいと考えております。

今回と次回(６回目)の会議で、概ねの条文の検討を終え、第７回会議には、パブリックコメントに向けた条文(案)をまとめあげていきたいと考えていますので、よろしくお願いいたします。

それでは、会議次第に従いまして、議事を進めてまいりますので、よろしくお願いします。

はじめに、5月25日から7月13日までの間に、町内各地区で、19回開催させて頂いた意見集約会「皆さまと語る会」において、町民の皆さまから頂いた「自治基本条例」に関する意見についての報告をお願いします。

（２）報告事項
【伊藤主幹】（「皆さまと語る会」における意見集約について（別紙資料により報告））
・只今、町長が申し上げましたように、19回にわたる意見集約会「皆さまと語る会」が7月13日の黒笹行政区を最後に、全て終了しました。語る会でのテーマの一つであった、「自治基本条例」に関して出された意見のうち、福谷と黒笹行政区を除く、１７箇所のものが今日までにまとめられましたので、別添資料として、本日、追加配布させていただきました。一部を紹介させていただきます。
・意見４をご覧ください。第５条、第６条について『町民の権利と責務ということがあったが、結局自己責任を重く訴えられるのではないかという不安がある。』との意見に対して、町側は、『町長も含めて行政の職員の責務も明文化していく。ここで重要なのは、町民、議会、行政の三者でやっていくということである。個人情報保護条例や情報公開条例、パブリックコメントの手続き要綱等必要な個別条例は整備している。これからつくる個別条例や既存個別条例を、自治基本条例に照らし合わせて検討していくことになる。今まで以上に責任を持ってやっていくということである。』と答えさせていただきました。

・意見５をご覧ください。条文の追加について『「財政」に関する項目や、「見直し・改正」という項目はないのか。』との意見に対して、町側は、『自治基本条例の中に見直し条項がないということについては、ネットワーク会議の委員の皆様よりも意見が出ており、委員の皆様に検討して頂いている段階である。ご意見として受け賜りたい。ニセコ町も5年ごとに見直しをしているということで、他自治体も参考にしていく。条文として見直し条文を明確に示すのかどうかについては両論あるのでネットワーク会議で決めていきたい。』と答えさせていただきました。

・次に、意見１４をご覧ください。『自治基本条例では、町の指針を決める時には、住民投票を行うという方向性があるのか。』との意見に対して、町は、『自治基本条例は、地方分権が進む中で、自分たちの町のルールを憲法と同様に作っていこうというもの。ルールの大枠は自治基本条例で定めるが、詳細な内容は個別条例で定める。これは検討段階のもので、大事なことについては、住民の声を聞いて決めるべきだということで、住民投票に関する項目を入れている。これは非常設型ですぐ投票ができるわけではない。住民投票を行うには、個別条例を作る必要がある。』と答えさせていただきました。

・意見１６をご覧ください。前文についてです。『日本国憲法では理念と平和、三好町の自治基本条例については何を冒頭に挙げるのか。』との意見に対して、町側は、『基本条例の冒頭に挙げるとしたら、前文の中で具体的な三好町の現状や将来像にある程度ふれていこうと考えている。三好の歴史や文化、伝統をふまえてこれから進んでいく三好のあるべき姿をこの前文で謳っていく。そして基本理念としては、地域コミュニティを形成していく意味合いの中で、地域のまちづくりをしていくことを目的に昭和５０年に作られた町民憲章の理念・考え方を極力尊重して進めていきたいと考えている。と答えさせていただきました。

・意見１９をご覧ください。第３条定義についてですが『町民の表現方法について、町民と住民が一緒ということではなく、例えば町民は三好に住んでいる住民とし、在勤在学者、まちづくり協力者については違う表現方法はないものか。』との意見に対して、町は、『今の時点では、具体的なところまで話すこともできない部分がある。というのは、会議より先行していろいろ皆様に報告することはできない。世の中が大きく変わっていくなかでそれぞれ自分達の責任、町の責任、議会も町長も、そういった責任の所在を明確にしていくこと、これも理念なので、事細かに今住んでいる人の権利と働きにくる人の権利がイコールというのではおかしいのではないか、分けたほうが良いのではというご意見であるが、町としてはそんなにも細分化していこうという考えはない。今、基本的には６章２１条という考え方で進めている。例えば、この草分け的な存在であるニセコ町は１５章５７条でかなり細分化してあるが、こういったところでも今のような分け方をしていない。住んでいる人と働いている人とはそんなに差をつけなくても良いのでは、と私達は今提案させて頂いている。ここまでの議論もまだ途中経過の段階である。』と答えさせていただきました。

一度、全文に目を通していただき、次回以降のネットワーク会議において、ご意見等をいただければと思いますので、よろしくお願いします。

以上、語る会における意見集約の報告とさせていただきます。
【委員長】　　今説明がありましたが、委員の皆さんにもよく目を通していただきたい。このことについてのご意見は次回にたまわりたいと思います。

（３）審議
【委員長】　　それでは、議題（１）の『第4回ネットワーク会議検討事項の確認について』を議題とさせていただきます。事務局の説明をお願いします。
【伊藤主幹】　それでは、議題(１)第4回ネットワーク会議検討事項の確認について、

①第１章　総則について　説明させていただきます。
前回会議の検討事項の確認と事務局への検討課題となっていた第1章総則の第1条、第3条について、また、事前に資料を送付させていただいたところ、委員のお一人から、第1章総則　第4条についてのご意見をいただきましたので、あわせて、一括で説明させていただきます。　

資料１ページをご覧ください。決定事項として、
①基本的に柔らかい表現である「です。」「ます。」調とする。

②町民という言葉にはいろんなものを含んでいるという考えで理解いただき、第1条は基本的には事務局(案)の条文とする。

③外国籍の方も、「町内に住み」ということに包含されるという解釈ができ、「国籍を問わないものとします。」を削除する。

④見直し条文(案)を次回に提案する。この件につきましては、資料2ページに条例の見直し条文(案)を提案させていただきましたが、新たな章を設ける必要もありますので、条文内容とあわせて、次回ネットワーク会議で、ご検討をお願いしたいと考えております。
⑤外部評価の規定については、盛り込まない。
⑥パブリックコメントの規定については、「説明責任」の条項の中でカバーできるということで、あえて規定しないこととする。の６項目であったと思います。

次に、事務局への検討課題となっていた事項、

①第1条「目的」の条文の整理、

②第3条「定義」の再検討ですが、これにつきましては、町民協働部長を委員長とする町次長級職員で組織した「内部プロジェクト検討会」を6月27日に開催し検討を行いました。検討委員会の検討結果を踏まえ、第1条の目的の条文は、『基本的には事務局(案)の条文とするが、「自治の主権者である町民」を「自治の主役である町民」とし、第４条の「基本理念」の条文にある「一人ひとりが自治の主役」を削除したらどうか』については、ネットワーク会議委員の意向を尊重し、修正することが適当との考えにより、第１条を資料４ページ 目的(7月25日提案)のとおり修正させていただきました。また、４条につきましては、先ほど、申し上げましたように、委員からご意見をいただきましたので、追加資料として、お手元に配布させていただきましたので、ご覧ください。

『第4条中、「町民、議会及び町とあるが、「町が役場の組織を表しているのであれば、「執行機関」に置き換えるわけにはいかないのですか。』との提案をいただきました。4条 条文中にある町は、役場の組織を意味したものですので、追加資料、下段の委員提案、基本理念(07.07.25)追加提案のとおり、事前配布した資料6ページの条文を、再修正し提案させていただきます。

なお、第1条の主権者という表現について、愛知大学の憲法を専門とする教授に確認したところ、主権という文言をいれることについては、特に法的に問題となることはないとの意見をいただいていることも付け加えさせていただきます。

また、定義 第3条、『(3)「協働」の説明で「補完」と「協力」の２案があるが、再度検討してください。』については、「補完とは足りないところを補いあうことであるが、お互いが対等の立場で相互に力をあわせることを意味する協力という表現が適当である。」との考えにより、資料５ページ定義 第３条(7月25日提案)のとおり、「協力する」に修正し提案させていただきました。

なお、定義 第３条(1)町民のあとに、委員から「※印を付して住民の説明を加えてはと」の意見もいただきましたが、法規担当職員に確認したところ、『法令上の用語について、その一つひとつに定義を設ける必要はない。法令上の用語とはいえども、普通は通常の国語の意味で用いられるものであって、用語の全てを定義しなければ意味が確定しないものではない。この条例で、住民という文言が出てくるのは、第18条と第20条のみであり、いずれも別途に条例規定を設けることが規定してあるので、ここで住民の定義をしなくてもよいのでは』との見解を受け、あえて明記しないこととしました。

また、提言のありました「町民憲章を知らせる施策が必要ではないか。」につきましては、自治基本条例の制定を機に、改めて、町民への自治基本条例の周知とあわせ、町民憲章の啓発についても、検討していきたいと思います。

以上、説明とさせていただきます。
【委員長】　　先回の皆さんから出していただいた意見に対して整理をし、このような形でと言う提案です。このことにつきまして、ご質問やご意見がありましたらお願いします。
【天石委員】　確認ですが、４ページ資料で「自治の主権者である」という部分を、「自治の主役である」と改めるわけですね。８ページで町民の責務では第６条で「町民は自治の主権者」と書いてあるわけです。第１条で自治の主役と言い、第６条で自治の主権者と言っている。そこのところの整合性は後で検討するのですか。
【柳川課長】　ここの部分については、まだ審議に入っていない段階ですので、第６条の検討の段階でご検討いただきたい。ですので、資料には原案の原文のまま載せてあるわけです。ご理解いただきたい。
【委員長】　　ご理解いただけたと思います。それでは、今言いましたように１章につきましては素案条文でこの段階では、決定ということで進めます。
【委員長】　　次に、議題（２）の『条文の検討について』を議題とします。事務局かから説明をお願いします。
【伊藤主幹】　それでは、議題(２)条文の検討について、①第２章　②第3章　③第４章について、一括して説明させていただきます。
第２章から第４章につきましては、今回、はじめて検討いただくことになりますので、平成19年2月23日に提案させていただいた、素案条文を、改めて、説明させていただきます。

資料７ページをご覧ください。

第２章　町民　

（町民の権利）

第５条　町民は、快適な環境において安全で安心な生活を営むことができます。
２　町民は、執行機関が行う政策の立案、実行及び評価（以下「政策立案等」という。）に参画することができます。
３　町民は、町議会及び執行機関が保有する情報を知ることができます。
４　町民は、執行機関が行う行政サービスを受けることができます。
資料８ページをご覧ください。

（町民の責務）

第６条　町民は、自治の主権者であることを自覚し、互いに尊重し、協力して、自治を推進するものとします。
２　町民は、政策立案等の参画においては、自らの発言と行動に責任を持つものとします。
３　町民は、行政サービスに伴う負担を分任するものとします。
資料９ページをご覧ください。

第３章　町議会

（町議会の責務）

第７条　町議会は、町民の意思を代表し、合議制の意思決定機関として、民主的な町政の発展に寄与し、自治を推進します。
２　町議会は、保有する個人情報を保護し、その他保有する情報を原則とて公開します。
（町議会議員の責務）

第８条　町議会議員は、直接選挙で選ばれた町民の代表者として、自らの役割を自覚し、誠実に職務を遂行し、審議能力及び政策提案能力の向上に努めます。

資料１０ページをご覧ください。

第４章　町長

（町長の責務）

第９条　町長は、町の代表者として、政策立案等が第４条に定める基本理念に従い、町民主体の自治を推進します。
２　町長は、町の事務事業を効率的かつ効果的に執行するとともに、町政運営の課題に対応できる知識と能力を持った職員の能力向上に努めます。

（町職員の責務）

第１０条　町職員は、町民全体の奉仕者として、誠実かつ公正に職務の遂行に努めます。
２　町職員は、職務の遂行に必要な専門的な知識の習得及び技能等の向上に努めます。

それぞれの条文のあとの解説も参考にしていただきながら、委員の皆様からの忌憚のないご意見をお願いします。以上、説明とさせていただきます。

【委員長】　　ただ今の、第２章から第４章までの説明に関しては、初めての検討になりますので、条文ごとに、ご質問やご意見を伺いたいと思います。

それでは、第５条について、ご質問やご意見がありましたらお願いします。
【天石委員】　第５条のところで、町民は安全で安心な、と書いてありますが、確か憲法では健康で文化的な権利となっていると思うんですが、そう思って解説を見てみると、例えば、生涯学習講座を学ぶ権利とか、公共施設を使えるとか。そういうことを見ていきますと、例えば文化的なという言葉が入ったらどうかなと思います。安全で文化的なとか、憲法でいう健康で文化的な権利というようなのがあったらと思うんですが。そういうような面が入ったらどうかなと。いかがでしょうか。
【委員長】　　ただいま、ご意見が出されました。第５条の安全、安心なということだけでなく、文化的なという文言を入れたらどうかということですが。
【赤川次長】　まず、生命と財産をというのを基本でうたって、福祉サービスとかそういった文化的なところは、４項の執行機関が行う行政サービスを受けることができるというようなところが文化的なというふうにとらえられるということで、まず生命と財産ということでこのような形にしました。
【委員長】　　町の考え方としては、そのようなところで安全、安心という形にしたということです。その他、ご意見があればお願いします。
【三井委員】　町民憲章にもうたわれていると思いますが、やはり文化的という言葉を入れてもらえるなら入れてもらえたらと思います。
【赤川次長】　事務局提案に追加で、安全で安心な文化的というふうですか、それとも安心をとってしまうのか。
【三井委員】　追加という形でいいかと思います。安全、安心とはまた意味合いが違うと思うので。
【柳川課長】　表現を変えるということでよろしいですか。
【新谷委員】　安全というのは作るものですが、安心というのは受け取った側の受け取り方の問題になるので、むしろそれは１人１人の心持ちというところで安全で文化的な生活という方が明解ではないかと思います。私も文化的なという文章を付け加えていくのには賛成です。
【委員長】　　文化的な、という文言を挿入するか。安全と安心というのは基本的に違う。安心というのは確かに心の持ち方で、同じことでも人によって違う。安全、安心を入れて、文化的でというご意見と、安心は抜いて安全で文化的という２つの意見。また、文化的というのは後から出てくるのでいらないという意見もあるかもしれませんが、どうですか。少なくとも、今のご意見の中では入れたらどうかという意見はあるが、他の方もその意見がどうかということになりますが。
では、文化的という文言を入れる事に賛成の方。⇒賛成多数。
文化的ということを入れるというなかで、安全、安心で文化的な生活、今の言い方のがいいという方は挙手をお願いします。⇒５人。
それでは、安全で文化的なという方がいいという方。⇒１０人

それでは、安全で文化的な、という形に改正させていただきます。

【杉浦委員】　２項のところですが、町民は、執行機関が行う政策の立案、実行及び評価に参画する事ができます、というところの参画を男女平等に参画することができます、というふうにしてもらいたいと思います。いかがでしょうか。
【柳川課長】　それだと意味が変わってしまうが。

【田中委員】　私は今の意見に反対です。わざわざ町民とうたってあるのに、男女平等に参画というのもかえっておかしいと思います。
【委員長】　　今のままでいいということですね。
【田中委員】　はい。参画というのなら町民は男も女もありますし。
【杉浦委員】　普通そうなんですが、どうしても女性というのは男性の影に隠れていくことも多いし、男性が出ているならいいかというところもあるんですけど、女性が少し頑張って、そういう仕組みがあれば頑張ろう、支えになるかなというふうな考えで、あえて入れたいなと思いますけど、皆さんのご意見をお願いいたします。
【委員長】　　今の意見ですが、この原文そのままか、男女平等という文言を入れていくということですが、それぞれ皆様方の意見を。
【田中委員】　私は男性、夫が出るからいいわというのと反対に、奥さんが出るからいいわといって男が出ないというのもありますから、そこはもう別に男女平等に参画という言葉をわざわざつける必要はないと思うのですけど。かえってややこしいかなと思います。

【委員長】　　このままでいいと思われる方、挙手をお願いします。⇒挙手多数。
それでは、原文のままでということでお願いします。
その他には。特別ないようですので、次に進みたいと思いますが、このままの素案条文で決定ということでよろしいでしょうか。それでは、そのように決定をさせていただきます。

【委員長】　　次に６条について、町民の責務であります。
【赤川次長】　先ほど天石委員からいただきました質問で、自治の主役についての修正した部分で論議をしていただきたい。「住民は自治の主役」であることを「自覚し」と直してもらうということで。
【天石委員】　解説のところに、「自治の主役とは」と書いてありますので、そこのところはよろしいか。そこのところも直すということですね。
【柳川課長】　条文の解説ということですが、そこのところも直します。
【杉浦委員】　この条文だけに限らないのですが、６条、７条、８条、９条、１０条責務ということに関して、６条では「町民は・・・推進するものとします。」「・・・持つものとします。」となっています。７条では、「町議会・・・・自治を推進します。」「公開します。」となっています。町議会議員は　　　　　「向上に努めます」やさしい表現かなと思いました。町長の責務も２項のあたり「努めます。」、町職員の責務も「執行に努めます」となっていて、町民に対してが、なんか厳しいかな。「努めます」でなく、町民だけに対して「持つものとします」「分任するものとします」わりと厳しく受け止められるが、皆さんどう思われますか。
【委員長】　　町民の責務には「します」とはっきりなっているけど、議員、町長、職員は努めますとなっている、何ではっきり言わないのか、そういうご意見ですね。その辺のところについて何かありましたらどうぞ。
【田中委員】　私も、第２項、町民が読んだときに「行政サービスに伴う負担を分担します」という部分は、ちょっと引くかなと私は感じます。責任を押し付けられている部分を感じたりするんじゃないかなと思いますが、皆さんはどう思いますか。
【委員長】　　責任を押し付けられていると感じられると、とするならば、どういうふうに、ここの部分を押し付けられないという言い方はどのような言い方なのか。
【新谷委員】　語尾を揃えれば収まりがいいと思います。たとえば６条で言えば「推進するものと」というところが他のところと違う部分です。「推進します」にすればよくって。「町民は自らの・・・持つものとします」を「持ちます」とするなどしては、語尾がここだけ違うと思うので、他の部分と合わせていけばと思います。反対に、この書き方だと少し他人ごとみたいに感じます。「推進します」「なになにします」であれば自分でするものと感じるけれども、「するものとします」では誰かがするもののように感じました。語尾を揃えればと思いました。
【委員長】　　杉浦さんは、「努めます」が気になるのでしょうか。
【杉浦委員】　町民に合わせて、「します」にして町議会も町長も職員も一緒にしてそろえたほうがいいと。「能力を向上をさせます・・・」文面は考えていただいて。主体的になるように、努めますだと町民も努力でいいのか。三者、町民も議会も町長も、全てが一緒になって決意みたいな文章を考えてほしいのですが。
【三浦委員】　８条、９条、１０条の「努めますという」という言葉ですが、「します」というと、能力を向上しますというと、能力をどこまで上げるのか、能力を決めなくてはいけなくなるので、レベル論になってしますので、大変だと思う。
【田中委員】　杉浦さんの言われることから感じることを言えば、「努めます」といえば、努めたからおしまいで、努力目標で「やりましたよ」ということで終わってしまうのではないかと、議員であれ、町長であれ、努力したからいいんですよととれるのではないかと、杉浦さんは、そう言っていると私は感じとっているんですが。
【杉浦委員】　ありがとうございます。そうですね、みんな一緒に頑張りましょうという文章になればいいと思って。

【三井委員】　先ほど、新谷さんから語尾をと言われたように、私もそれでいいと思う。逆に「努めます」とかにこだわるよりも、町民の責務を読んだときに「町民は行政サービスに伴う負担を分担するものとします」というところで、人から与えられているみたいで、逆に「分担します」なら、自分がちゃんとそうなんだなと自覚できる。「自治を推進します」自分でちゃんとやらなければと、同じように取れる。「そういうふうにするものとします」と言われたほうが、他人から受け止めて、言われてそうするのねと受け止めてしまって、むしろ、すっきり語尾を揃えていただいて、「努めます」とか、言葉の細かいことは、むしろ皆さんがしっかりとしてくれているので、そこにこだわることではないのでしょうか、いかがでしょうか。

【新谷委員】　今のやりとりとは別のところですが、第１０条の町職員の責務というところで「誠実かつ公正に職務の遂行に努めます」はおかしいと思います。「職務の遂行をします」だと思います。技能等の向上の部分は「努めます」でもいいと思うんですが　なんとなくそぐわないと思うのであれば、「等の向上を図ります」であれば計画性があるのではないかと思います。遂行については努めるではなく「します」に変更をいただければと思います。
【赤川次長】　町議会の責務ですけど、確かに語呂が悪いので、第８条の提案ですが、「代表として自らの役割を自覚し、審議能力及び政策提案能力の向上に努め、誠実に職務を遂行します」と、前後を変えさせていただいて、誠実に職務を遂行しますという形でいかがでしょう。先に審議能力と政策提案能力の向上に努め、誠実に職務を遂行しますを、８条としての案です。
９条ですけども「町長は町政運営の課題に対応できる知識と能力をもった職員の能力向上に努め、町の事務事業を効率的かつ効果的に執行します」と言った形でどうでしょうか。

１０条は　そのまま第１項は「遂行に努めます」を「遂行します」。第２項は「町職員は専門的な知識の習得及び技能等の向上に努め、職務を遂行します」という形で、いかがでしょうか。

【委員長】　今、事務局が一生懸命考えたようですが、今、それぞれ提案いただいた件については、最後の「努める」ということについては、どちらともの意見もあったのですが、事務局がそのような形で言葉を入れ替えて提案しましたが、言葉的にはどうか、あわてて組み替えてみたがおかしいところはないか。今の修正のところの部分だけからすると、おかしいところはないか。今法規担当と相談しているようですので、ちょっと　後にします。
【柳川課長】　法規担当と確認します。
【委員長】　　先ず、町民の責務の６条のところで「するものとし」が「推進します」「責任を持ちます」「分任します」といったすっきりしたほうが良いと提案があったわけですが、「するもの」をどれもとってという案ですが、これが良いと思われる方挙手をお願いします。ありがとうございました。６条については、「するもの」の部分をとって、「します」、「持ちます」、として決定させていただきます。先ほどの件はどうなりましたか。
【赤川次長】　１０条の１項については、そのまま「します」で、職務の遂行について「町職員は専門的な知識と技能の向上に努め職務を遂行します」だと上も下も職務を遂行ではおかしい。町職員は責務として、技能の向上、習得に努めますというのは、自分の責務にするのであればおかしくないと、法規から提案がありました。ただ、ですます調であって、弱いという提案の中でありまして、そこは１０条で提案をさせていただきます。条文ごとに整理をしてまいりたいと思います。
【天石委員】　第１０条２項を入れ替えますと、定義がおかしくなるのではないでしょうか、「職務の遂行に必要な専門的な知識」なんですよね、これを「職務の遂行に」を後に持っていくと、いきなり「専門的な知識の習得につとめ」となり、定義がぶれると思うのです。１０条の１項を変えましたので、あとは「技能」だとか「能力向上に努める」について、そうこだわりは無い。「能力の向上を推進するとか」では、変えないほうが、このままで良いんじゃないかなという感じがします。
【委員長】　　今「ます」とするために、入れ替えたらどうかという発想の中でやったと思います。そんな中、ちょっとおかしいとの指摘だと思います。ことさら同じ形にするようなことは無理かもしれません。そのままでも良いじゃないのか、天石さんの１０条の「遂行に努めます」の「努める」を「遂行します」に改めれば、そのままの形で良いじゃないか、「努めます」でもそれでもおかしくないじゃないかと言うことであります。ご意見はありませんか。
【柳川課長】　前段の方の語尾の揃え方と言うことですが、次回提案させていただくところも出てきます。先ほども話題となった「するものとします」につきましては、これからも出てくるところについては訂正をさせていただいて提案させていただきます。今までのところでも、条例の位置づけとかでは、「整合性を図るものとします」と表現してありますが、ここでも「整合性を図ります」と言い切るようにしたいと思いますので、また、次回に提案をさせていただきます。
【委員長】　　この責務のところは、よく目立つところであったわけですから、提案をいただいたわけですが、その辺のところを踏まえて、この素案で決定しますとはっきりしていくと、次の時にはかわって出てくると思います。「努めます」では少し弱いのではないかという話がありました。１０条の遂行に努めますはまずい、ここをしますにすれば、努めますで良いのではないか。また、ますが良いということで、事務局が入れ替えたということがありますけど、他にご意見がありましたらお願いします。なければ、今の三つのうちの一つで挙手をお願いしたいと思いますがいかがですか。
【天石委員】　第１０条の２項ですが、「専門的な知識」と言うことを、「職務の遂行に必要な」という言葉が規定しているのであって、それを後へ持っていって、頭に「知識の取得」がいくと、「何の知識なんだ」となり、説明がなくなってしまうのではないか。

【委員長】　　それも含んで、急造で提案したものであり、その点も、ご理解いただいたものとして、あえて三つでと思ったものです。他にはよろしいでしょうか。それでは、先ほどの杉浦さんがいちばん言われました、「努めます」をそうでない形について、この方が良いという案が出てこなかったことについては、赤川次長の言っている形で良いということでしょうか。

【杉浦委員】　別の言葉で置きかえれるならばそれで結構ですし、言い換えて辻褄が合えば入れ替えて結構です。たとえば、町長の責務の「職員の能力向上に努めます」だから、「職員の知識と能力を持った職員の育成に取組みます」とか、「専門的な知識の習得及び技能等の向上に取組みます」とかは、どうかなと思います、おかしいですか。
【委員長】　　言葉の使い方は難しいところがありますが、考えていると長くなるので、修正をしないという形で第７条、第８条、第９条、第１０条につきましては、第１０条の第１項の「努めます」を「遂行します」とし、あとのところは「努めます」という原文のままでいいという方は挙手をお願いします。

≪賛成多数≫

【三井委員】　私、挙げませんでしたが、全体で、町長が言われた第１０条の「職務を遂行します」だけを変えて、「あとはそのままでいいですね」というふうに捉えたので、手を挙げませんでした。ほかの条文も入れ替えがあったと思いましたから。皆さんはそれでよろしければよろしいです。

【委員長】　　私の提案が悪かったのであればすいません。第１０条から先にするつもりはなく、順に進める中で、一番改正の少ない第１０条の｢遂行します｣を改正し、後は｢努めます｣という形で提案をさせていただいたつもりでしたが、言い方が悪かったようです。第８条、第９条、第１０条は、１０条の｢努めます｣を「遂行します」に変えて、あとは「努めます」でいいと、議会議員の責務も「努めます」。町長の責務も「努めます」。町職員の責務も「努めます」ということで、挙手を再度お願いします。

【柳川課長】　第８条、第９条、第１０条と順に決めないと難しいです。

【委員長】　　第８条につきましては、このままでいいという案と、入れ替えたほうがいいという案、入れ替えると「町議会議員は自らの役割を自覚し、審議能力及び政策提案能力の向上に努め、誠実に職務を遂行します」の二つでいいですか。ほかにもありますか。それでは、「入れ替えない原文のまま」と「入れ替えた方がいい」という二択で採決を取らさせていただいてよろしいでしょうか。８条だけです。原文のままでいいという方、挙手をお願いします。

≪挙手６人≫

【委員長】　　入れ替えた方に賛成の方、挙手をお願いします。

≪賛成１１人≫

【委員長】　　こちらの方が多い。入れ替えた案で決定させていただきます。次に第９条町長の責務でありますが、ここのところも原文のままと、先ほどの「町長は、町政運営の課題に対応できる知識と能力を持った職員の能力向上に努め、町の事務事業を効率的かつ効果的に執行します」という二択でよろしいですか。先ほど杉浦さんから「取り組みます」という意見があったのですが「努めます」でよろしいですか。

【杉浦委員】　いいです。

【委員長】　　それでは、原文のままに賛成の方、挙手をお願いします。

≪挙手１０人≫

【委員長】　　入れ替えた方がいいという方。

≪挙手６人≫

【委員長】　　結果は、何対何ですか

【赤川次長】　原文が１０名、入れ替えが６名でした。

【委員長】　　原文のままということとします。それから第１０条。第１項最後の部分「遂行に努めます」を「遂行します」。それから、第２項はそのまま。これでいいという方、挙手をお願いします。

≪全員挙手≫

【委員長】　　これは全員ですね。

【赤川次長】　第１０条の第１項の「職務の遂行します」は「の」を「を」にして「職務を遂行します」にしてください

【委員長】　　はい。本日審議していただくことはこれだけです。修正したものにつきましては、次回に出させていただいて。冒頭に説明させていただきます。全体的にご発言等ありましたらどうぞ。

【小嶋委員】　章の見出しは、第２章町民、第３章町議会、第４章町長ですね。第３章の町議会の第７条、第８条では議会の皆さんのことも言っている。町長のところで職員のことも言っている。町長のことを言うだけなら１０条で言えばいい。職員のことを言うなら章を増やす必要はありませんか。町長と職員は一緒でいいのですか。

【柳川課長】　職員は、町長の補職ですので、この表現になります。議会は議決機関であり、議員あっての議会ですのでこうなります。

【正木部長】　解説の２のところ、自治法の第１５４条にうたわれています。「町長はその補助機関である職員を指揮監督する」ですから町長をうたえば、われわれ職員は補助機関で、町長の命令に従うということです。

【小嶋委員】　町議会も同じ解釈ですか。

【正木部長】　議会は第３章でうたわれています。

【小嶋委員】　議員と議会は一緒でいいですか。

【柳川課長】　章は一つですが、議会運営と議員という形に分けています。

【鈴木委員】　一つ教えたいただきたのですが、第４章のところ、今町長となっていますが、少し前の議論で最初は町長でしたが、次に執行機関になり、また町長に戻ったという流れだったと思います。ここで町長と町職員の責務は書かれていますが、そうなると執行機関にある委員会などの責務とか権利は何も書かれない訳ですが問題ないですか。

【柳川課長】　最初に提案させていただいたときは町長で、次の会の定義のところの関係で執行機関に直したのですが、次回、執行機関という項目がまた出てきます。ここのところは修正したものがそのまま執行機関になっていますが、第４章については、町長に訂正していただきたいと思います。

【委員長】　　３ページ、第４章の執行機関（第９条から第１０条）というところの執行機関を町長に修正していただきたい。これでいいですね。

【天石委員】　議事録には、戻すと書いてあります。

【委員長】　　前文のところの執行機関は誤りで、町長が正しいのですね。

【柳川課長】　次回、３ページの第４章の見出しが執行機関になっていますが、町長に改めまして提案させていただきます。

【鈴木委員】　私が伺いたかったのは、第４章のタイトルが町長というのは存じ上げていましたが、町長だけにしてしまうと、自治にかかわる町民と町議会と執行委員の中の委員会とかが抜けてしまうが、そのあたりを言及しなくても良いのかなという確認です。

【柳川課長】　その点につきましては、次回の第５章で行政運営についてとありますが、ここを第１節、第２節という表現に変えさせていただいて、改めて提案させていただきます。その中で執行機関という見出しを出させていただきます。ご理解いただきたいと思います。

【委員長】　　ほかに何かございましたら。

【杉浦委員】　先回の６月１日のネットワーク会議の資料に載せました次回検討事項、基本原則についてということですけれど、これは今回検討しませんでしたので、次回以降でしょうか。

【柳川課長】　はい、最初にお話ししなければいけなかったのですが、先回第４章まで検討するものは時間がかかり、今回にずれ込んだということで、本来なら今回提案すべき基本原則については、次回提案させていただきます。

【委員長】　　ほかには。

【新谷委員】　当日資料の基本理念のところが修正になりました。第４条のところで「町民、議会及び町が」というのが「執行機関」に変わっているが、ここのところと第４章を町長に変えたことのつながりとかが分かりにくかったので、説明いただければ。

【柳川課長】　　定義の中で執行機関について、町長とか教育委員会とかを述べさせていただいています。第４章で、町長というのを出しましたので基本理念の中では、町長も含めた執行機関という表現をさせていただいています。定義の中で執行機関としていますので、その中には町長、教育委員会、固定資産評価審査委員会、監査委員、農業委員会というものをうたってあります。基本理念については、町長も含めた執行機関という表現をさせていただきました。具体的には、同じ執行機関でありますが、町長の責務については職員も含めて、町民、議会、町長という３者に重点を置かさせていただきましたので、町長だけは別に条文を定めました。残りの執行機関については、第５章の行政運営についてというところで条項を定めて行きたいということで、ご理解いただきたい。

【委員長】　　ほかに。

【三井委員】　第４章の町長と書かれているところに町職員も含まれると先ほどから言われています。分かるのですが町長の中に職員が含まれるというのが、一般的に見てすぐ理解できるのでしょうか。

【柳川課長】　先ほど部長が話しました１０ページの解説の②の下から３行目の「また町長は、その補助機関である職員を指揮監督する」とあります。職員というのは町長の補助機関、補職でありますので見出しについては町長。職員が独自のことをするのではなく、あくまでも政策決定された仕事を町長の指示に従って行うということなので見出しについては町長になります。特に職員を出すのは合わないと思います。

【三井委員】　私の頭の中では、町長と書かれた第４章の項目の中に職員が書かれていることがなかなか理解できなくて。私だけならいいのですが、普通一般に町長の項目に両方が含まれていることが理解できるでしょうか。解説の文章を含めてですけれど。

【柳川課長】　解説を読んでもわからないということですか。

【三井委員】　町民が見て分かりやすくというのが大前提と思います。そのとき町職員はどこにあるのだろうと思ったとき、町長の中にあるんだよと言われ、解説を読んで、ああそうなんだと思われる人が大多数でしたらいいのですが。第４章を掲げたとき、町民、議会、町長という分類が果たして適切なのかと思ってしまいました。町長が執行機関になり、また町長になることは討論されましたが、こういった基本的なところを教えていただきたい。

【委員長】　　よその事例は。町長と別に町職員が載っているところはありますか。

【柳川課長】　市の場合、大多数は市長の一括りが多いです。市民と市長と市議会が共通した捉え方、大和市も市長の中に職員が位置づけられています。三鷹市は市長と補佐職という職員のことが挙げてあります。東海市は、職員のことは挙げてないです。

【三井委員】　日進市では、市長の役割と責務。市職員の役割と責務と分かれています。より理解するにはそちらの方が分かりやすいのではと思うのですが、いかがでしょうか。

【柳川課長】　これはむしろ委員さんの中で議論していただいた方がいいのでは。

【鳥居副委員長】　ここに町長もいます。副町長もいますから一体であり、分けなくていいと思います。

【三井委員】　執行部という捉え方なら理解しやすいのですが、町長と書かれてしまうと。町長、町職員なら分かりますが。

【柳川課長】　日進市は第４章で、市民、市議会、及び市長の役割と責務という一括りの章立ての中で市民の役割、市議会の役割、市長の役割、職員の役割と言う表現の仕方をしているので、考え方は同じと思います。

【三井委員】　皆さんが、ぱっと見たとき理解できればいいのですが。

【佐宗委員】　補足で説明があれば分かるのでは。

【柳川委員】　章立てで職員を出しているところはないですね。

【三井委員】　執行機関は多かったと思いますね。この場合、前回討論されて町長にするとなったと思いますが、そのあたりが理解できなくて。

【委員長】　　先回、執行機関か町長かで町長にしていただいた。町長の中に職員が入るのは違和感があるという三井委員からの意見です。元に戻すというのはおかしな話になりますので、基本的に章で町職員を出しているところはないということですから、全員の納得が得られればいいのですが。ほかにご意見は。

【鈴木委員】　町職員の責務のことですが、ここに書いてある責務は自治のことに関係のない責務のようですが、自治を推進する責務などは入れなくてもいいのですか。

【柳川課長】　自治をきちんと進めることは町長の責務であって、職員はその指示に従って動くということでご理解をいただきたい。町長は４年ごとに選挙があり、任期が定められています。町長が変われば次の町長の考え方、指示に基づいて職員は動くのでご理解いただきたい。

【鈴木委員】　町職員の責務という項目は必要では。

【柳川課長】　必要だと思います。職員のことを触れないとご理解が得られません。

【委員長】　　よろしいでしょうか。三井さんからご意見がありましたが、章という形で取り上げているところはないとのことですが、先回は、執行機関と町長ということの中から町長に決めていただいた経緯があります。この章は町長という中で、それぞれの責務で、町長そして職員として載っているわけですので、納得していただけるでしょうか。章を新たに起こすという考えがありますか。

【三井委員】　章を新たにというより、分かりやすさを考えたときに、分かりにくい分け方と感じました。ぱっと見て理解できるものにしてほしい。執行機関でもいいのですが、執行機関とは何と聞かれたとき、その中には町長とか何とかが入っているんだと説明しやすい。町長とうたわれると、町の職員が含まれるというイメージが。条例を見て説明を受けず理解できるだろうかということで質問したものです。

【正木部長】　三井さんの話の中でわかりやすいことが大前提とおっしゃっていますので、章立ては次回に向けて検討させていただきたいと思います。今の考え方としては、町長ですと職員まで含まれるのか、含まれないのか、条例にあまり触れていない皆さん方には分かりにくいと思いますので、一度、町という一文字で括り、第１節を町長、第２節を職員とすれば分かりやすさが出るかもしれません。持ち帰って検討させていただきます。自治基本条例というのが課長から説明がありましたように、策定のプロセスが一番重要だと思います。分かりやすい条例というのが基本になると考えています。委員の中で疑問の残ったものが策定されてしまうといけませんので、全員の方に納得いただけるよう、この部分を持ち帰って検討させていただきます。条文の中の表現につきましては、先ほどの議論の中で了解ということで、組み立て方を提案させていただこうと思います。

【委員長】　　章の名称だけ元の執行機関だと町長と町職員は比較的分かりやすい。章を町で表現すると第４章町となると、難しい注文を受けていただきました。

【田中委員】　よその市町村の基本条例が章をどのように分けているのかを参考にすれば分かりやすいと思いました。三好はどうかと。章だけが一人歩きをすることはなく、条とくっついているので、章分けをどうしているかが分かればいいなと思います。

【柳川課長】　先ほど説明した市民、市長、市議会という括りが一般的です。

【田中委員】　柳川さんは、いろいろな基本条例を見ているから分かるかもしれないですが、私たちは分からないから、どこでどのように区切ってあるのか分かるといいなと思います。

【柳川課長】　第１回目に他市町村の条文の一覧をお渡ししました。

【委員長】　　田中委員、ご自分で分けてみてください。章立てのないところもあったと記憶しています。ほかに。

【三井委員】　よそのまちの条例も分かりにくいところが多いです。皆さんが集まり、時間をかけて条例を作るのなら、三好町は難しい言葉使いではなく、分かりやすい条文にしてもらえると助かります。

【委員長】　　次に、４のその他について、事務局の説明をお願いします。

【伊藤主幹】　次回検討事項につきましては、次第にありますように、第５章 行政運営について、第６章　参画及び協働、第７章　条文の見直しについての検討、基本原則についてを予定しています。また、開催期日につきましては、9月26日(水)午前9時30分から午前11時30分を予定させていただきました。

申し訳ありませんが、委員長である町長の日程上、午前中の開催となってしまいますが、どうかよろしくお願いします。

以上、説明とさせていただきます。よろしくお願いします。
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